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＜講義概要, Abstract＞
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近年の技術の発展でレーザー干渉計による変位計測の精度は量子限界に迫ってお
り、それに伴い関連分野もまた発展を遂げている。本講義では特に、干渉計をトランス
デューサとして応用する分野（例えば重力波検出器、ダークマター探索）と干渉計の
測定結果に基づいた振動子の量子制御について説明する。これらはいずれも、光圧
により機械系と光学系が結びついたオプトメカニクス分野の研究である。1日目に変位
計測の基礎を説明し、2日目にオプトメカニクス分野の概要と変位計測との関係を説
明する。最終日は量子計測と測定に基づいた振動子の振動モードの量子制御に関し
て紹介する。振動子の重ね合わせ状態や量子もつれを実現すれば、例えば、巨視系
における量子デコヒーレンスを実証し、その理解を深めることが可能となる。プランク
質量より十分に重い物体の場合、原理的には重力子の制動放射によるデコヒーレン
スも観測可能となる。変位計測によって重力波の直接検出という科学史に残る成果が
もたらされたが、変位計測にはさらなる応用の可能性がある。
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